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両角仏壇・茅野店 in穴山大曲の章
「茅野店ご案内」
　御柱街道沿いにあり昔ながらの和風の店で間口は狭
いながらも中に入ると仏壇展示場からは日本庭園調の
庭と八ヶ岳を眺められます。御柱山出しの際に最初の見
せ場となる大曲のある穴山はほとんどの柱が通過する
初日が一番賑やかで盛り上がります。
　休憩場所も用意しておりますので是非お立ち寄り頂き
間近で勇壮な姿を御覧下さい。
　御柱用にオシャレなお守り的腕輪念珠を身近な方へ
の「プレゼント」に「記念品」にご用意致しました。ご来
店を心よりお待ちしております。

　　　　　　…お勧めの品…
松栄堂・法輪シリーズ・堀川（スティック渦巻き）1500円 

店長 小林睦子

　読売新聞に「大研究・グルメ産業」という特集記事が
掲載されています。私も毎回楽しみに読んでいる一人で
す。2月の初旬に横浜中華街の「回転飲茶」が紹介され
ました。なんでも主婦に大人気！　とのこと。その「売
り」と「アイディア」をあらためて紹介します。 1）回転寿
司の様にベルトコンベアーに乗って中華料理の小皿が
次 と々流れてくる。ショウロンポー・エビチリ・酢豚・約
50種類 2）食べ放題・なんと1260円 6割がリピーター・
味は本格派　3）冷凍食品は使用せずに全て手作り・ソ
ースもオリジナル　4）点心類をヒーターで温めながら回
すのでいつも熱々状態　5）客の個別注文もＯＫ・料理
人がカウンター越しに鍋を振り出来立てを出してくれ
る。・・・お客さんの評判は「御馳走さま」から「ありがと
う」にかわった！　との事。ここまでの道のりは大変だ
ったそうです。・・・そんな素晴らしいお店があるとは知
らずに、昨年ブラリと中華街に出掛け甘栗とちょっとし
た中華街の料理で済ませ満足気に帰った自分は何だっ
たのか！と・・・　事前にネットで調べるべきでした。
　これからの方・是非立ち寄って「感想」をお聞かせ下
さい。

▽ 独り言・1・「回転飲茶」の巻 △



臨江山 温 泉 寺
● 開山－寛永17年（1640年）泰嶺玄末
● 開基－高島城 二代目藩主 諏訪忠恒

■上諏訪駅を起点に旧道（甲州街道）を下諏訪方面に徒歩で10分程往くと右に上がる坂道があり矢
印を添えて「温泉寺」と書かれた道標があります。チョット急な坂をほんの少し歩むと目の前にそ
の堂々たる姿が飛び込んできます。
　幅3メートル位はあろうかと思われる白御影石の石段を登り山門をくぐり境内に入ると左手の
「しだれ桜」の古木が目につきます。「忠恒櫻」と命名されそのいわれが書かれており開花の時を
迎えるとその見事な姿に多くの旅人がカメラを向けると伺っております。右手には「高島城の能舞
台」を移築し建立された本堂がその歴史を伝えるかの様にどっしりと構えて迎えて
くれます。時折訪れて境内に立つと何とも落着き自身の内面を見つめてしまいま
す。
　本堂に向い左手には「鐘楼」がありそのうえに立つと眼下に湖を中心に広がる諏
訪の街が一望でき、晴れた日には湖面の輝きと街の美しさに見入ってしまいます。
毎年「大晦日」の12月31日になると人間の煩悩をしずめる百八の鐘の音が街に響き
渡るのかと思うとき、その意味の深さと・私達と「お寺様」との関わりに想いを巡
らさずにはいられません。
■そういえばロボット研究で高名な方がこんな話していました「ロボットはどんどん人間に近づい
てくるが人間はロボットになってはいけない。その為には、人間にとって哲学が必要となってくる
のです。」と・・・百八の鐘の音と・今の自分と・世相が混じり合い妙に頷ける話として心に蘇っ
てきました。

　日頃は当店をお引き立て頂き厚く御礼を申し上げます。茅野・穴山にて手造りで1点1点の仏壇
製造・販売業を興し150有余年の歳月を積んで参りました。これも偏にお客様の真心のたまもの
と感謝御礼を申し上げます。仏壇のデザインも近年の生活様式の多様化に合わせ変化して参りま
した。今回会報の発刊に当たり当店推薦の唐木仏壇をご紹介させて頂きます。店内には常設基数
として90基～100基を展示し皆様のご来店をお待ちしております。また、ご家庭でお守りして来
られたお仏壇を「伝統と匠の技」を駆使し塗り替え・修理等の御注文も受け付けておりますので
お気軽にご相談ください。
　今後も皆様のご要望にお応え出来ます様研鑽に努めてまいります。どうか宜しくお願い申し上
げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

諏訪店・店長  両角 伸介
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唐木仏壇

仕様
玉響（たまゆら） 華月（かげつ）

「石匠部からのご提案」・ファント―ニは全てがオリジナルです。
ご家族やご自身の心を形に残してみませんか？・・お気軽にご相談下さい。

Fantoni 

　平素は「メモリアル両角葬祭」をご支持頂き御礼を申し上げます。
　私どもは諏訪一円の「メモリアルクラブ会員様」をはじめご要望を頂いた皆様方の・主とし
てお寺様での葬儀をお手伝いさせて頂いております。人生の最終章のお手伝いをさせて頂く場
面は私どもスタッフにとりましては勉強という経験であると同時に、その一つ一つ全てが心に
財産として残り積まれて参りました。
皆様におかれましてもお気づきの様に近年葬儀のあり方も多様化して参りました。「直葬」　
「家族葬」「お別れの会」「自宅葬」等々・・・・「好きだった曲をＢＧＭに」「愛していた
花で飾ってあげたい」「生前の趣味を皆様に見せてあげたい」等々・・・「送る方の故人への
想いを自分たちらしく表現したい」そう言った想いが濃くなったのかも知れません。そういっ
たご希望にお応えできます様、私達スタッフもより一層心配りをして参る所存であります。
～送られる方と送る方との想いが「感謝」という一本の糸で天空高く結ばれている様な ・・～ 
そういった葬儀を志向してまいります。
従来の
「メモリアル会員制度」に加えて多様化する葬儀にお応えすべく新たに「試算その日の前に」
をテーマに「事前ご試算プラン」をスタート致しました。どうぞお気軽に担当者・スタッフに
ご相談下さい。 身近な自然の中に春の訪れを目にする季節の到来となりました。心弾む私で
す。

メモリアル両角葬祭・マネージャー  両角 匠太郎
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